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福島県農業農村整備かわら版 農空間

田
ん
ぼ
一
面
が
黄
金
色
に
輝
き
、

県
内
各
地
の
学
校
田
で
は
稲
刈
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
事
業
は
、

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
一
年

間
の
農
作
業
を
通
じ
て
地
域
の
農

業
や
土
地
改
良
施
設
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
目
的
で
、
県
内
七

箇
所
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

９
月
22
日
、
富
岡
第
二
小
学
校

の
三
年
生
に
よ
る
稲
刈
り
は
、
学

校
近
く
の
学
習
田
に
お
い
て
、
地

域
の
応
援
団
や
相
双
農
林
事
務
所

の
協
力
を
受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。春

に
植
え
た
稲
は
た
わ
わ
に
実

り
、
子
供
た
ち
は
初
め
て
持
つ

「
の
こ
ぎ
り
が
ま
」
を
手
に
、
一

株
一
株
て
い
ね
い
に
稲
を
刈
り
取

り
ま
し
た
。
体
を
か
が
め
、
額
に

汗
し
な
が
ら
も
、
子
供
た
ち
は
笑

顔
に
あ
ふ
れ
、
「
収
穫
の
喜
び
」

を
体
験
し
た
よ
う
で
す
。
刈
り
取
っ

た
稲
は
、
束
ね
て
「
は
ぜ
か
け
」

を
し
、
天
日
干
し
で
約
一
カ
月
乾

燥
し
ま
す
。

今
後
の
稲
刈
り
実
施
予
定
は
、

会
津
の
柳
津
小
が
10
月
１
日
、
県

北
の
福
島
四
小
が
14
日
、
県
中
の

阿
武
隈
小
が
18
日
で
す
。
11
月
に

は
各
校
で
、
こ
の
大
き
な
稔
り
に

感
謝
を
し
、
「
収
穫
祭
」
を
行
う

予
定
で
す
。

ま
た
、
11
月
19
日
に
は
猪
苗
代

町
で
、
参
加
校
を
対
象
に
し
た
農

業
用
水
の
水
源
林
を
訪
ね
る
学
習

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
農
村
振
興
課
）

【
今
年
度
の
参
加
校
】

○
県
北･

･
･

福
島
市
立
第
四
小
学
校

（
５
年
生
）
平
石
小
学
校
（
５
・

６
年
生
）
○
県
中･

･
･

須
賀
川
市
立

阿
武
隈
小
学
校
（
５
年
生
）
○
県

南･
･
･

矢
吹
町
立
善
郷
小
学
校
（
５

年
生
）
○
会
津･

･
･

柳
津
町
立
柳
津

小
学
校
（
４
・
５
年
生
）
○
南
会

津･
･
･

南
会
津
町
立
南
郷
第
二
小
学

校
（
５
年
生
）
○
相
双･

･
･

富
岡
町

立
富
岡
第
二
小
学
校
（
３
年
生
）

○
い
わ
き･

･
･

い
わ
き
市
立
夏
井
小

学
校
（
５
年
生
）
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○
『
滝
川
ダ
ム
供
用
開
始
目
前
』

（
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

富
岡
地
区
）

富
岡
町
に
お
け
る
農
業
用
水
は
、

た
め
池
や
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
る

富
岡
川
の
ほ
か
２
つ
の
小
さ
な
河
川

に
依
存
し
て
き
ま
し
た
が
、
河
川
の

流
路
が
短
く
、
流
況
も
不
安
定
な
こ

と
か
ら
用
水
不
足
は
恒
常
的
且
つ
深

刻
な
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
恒
久
的
な
水
源
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
安
定
的
な
農
業
用
水

を
供
給
し
、
地
域
農
業
の
持
続
的
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
か

ん
が
い
排
水
事
業
を
昭
和
62
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
水
源
と
な
る
滝
川
ダ
ム
は
、

平
成
19
年
度
に
ダ
ム
堤
体
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
を
完
了
し
、
現
在
試
験

湛
水
を
実
施
中
。
平
成
22
年
４
月
に

は
最
高
水
位
に
無
事
到
達
し
ま
し
た
。

富
岡
町
の
ほ
ぼ
全
域
に
農
業
用
水

を
供
給
す
る
た
め
の
滝
川
幹
線
用
水

路
は
、
平
成
21
年
度
に
全
線
布
設
を

完
了
。
水
路
ト
ン
ネ
ル
、
水
管
橋
を

は
じ
め
様
々
な
施
設
を
含
む
全
長
約

６
km
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
そ

の
水
密
性
・
機
能
性
・
安
全
性
を
確

認
す
る
通
水
試
験
を
現
在
実
施
し
て

い
ま
す
。

記
録
的
な
猛
暑
・
少
雨
と
な
っ
た

こ
の
夏
、
滝
川
ダ
ム
上
流
に
あ
る
２

つ
の
た
め
池
は
ほ
ぼ
空
っ
ぽ
に
な
り

ま
し
た
が
、
安
定
し
て
農
業
用
水
を

供
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
業
最
終
年
度
と
な
る
本
年
度
は

場
内
整
備
等
の
補
完
工
事
を
実
施
。

滝
川
ダ
ム
は
平
成
23
年
４
月
よ
り
供

用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

（
富
岡
用
水
改
良
事
務
所
）

○
『
新
宮
川
ダ
ム
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

活
動
の
展
開
』

新
宮
川
ダ
ム
は
、
会
津
宮
川
地
区

（
会
津
美
里
町
、
会
津
坂
下
町
）
の

会
津
盆
地
に
広
が
る
約
四
千
五
百
ha

の
受
益
地
に
水
を
供
給
す
る
た
め
に

建
設
さ
れ
た
農
業
用
の
利
水
ダ
ム
で

す
。ダ

ム
の
財
産
所
有
は
、
国
（
東
北

農
政
局
）
、
管
理
主
体
は
福
島
県
、

操
作
は
会
津
宮
川
土
地
改
良
区
が
行
っ

て
い
ま
す
。

新
宮
川
ダ
ム
の
湖
名
は
、
公
募
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
『
会
津
美
里
湖
』

と
命
名
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
宮
川
ダ
ム
の
湖
名
が
『
会
津
美

里
湖
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
ど

の
程
度
の
方
が
知
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？
（
Ｐ
Ｒ
不
足
？
）

本
年
度
、
新
宮
川
ダ
ム
管
理
事

務
所
で
は
、
組
織
内
部
の
研
修
を
含

め
、
多
く
の
研
修
を
受
け
入
れ
、
そ

の
役
割
と
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
会
津
宮
川
地
区
管
理
体

制
整
備
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
委

員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域

住
民
の
方
よ
り
、
「
新
宮
川
ダ
ム
は

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
は
い
る
が
行
っ

た
こ
と
は
な
い
し
、
行
く
機
会
も
な

か
な
か
な
い
。
」
と
の
率
直
な
感
想

を
い
た
だ
き
、
農
業
農
村
が
有
す
る

多
面
的
機
能
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

多
く
の
地
域
住
民
に
対
し
て
は
、
ま

だ
ま
だ
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

監
査
廊
見
学
な
ど
、
農
業
水
利
施

設
の
通
常
で
は
見
ら
れ
な
い
側
面
を

見
せ
る
企
画
な
ど
、
今
後
、
町
の
イ

ベ
ン
ト
や
会
津
宮
川
地
区
管
理
体
制

整
備
推
進
協
議
会
等
と
連
携
し
て
、

『
新
宮
川
ダ
ム
』
を
活
用
し
、
魅
力

的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
会
津
農
林
事
務
所
）

県

内

各

方

部

か

ら

の

お

便

り

相

双

会

津

「 稔 り の 秋 」 を 迎 え ま し た ！ ！
み の

最高水位に到達した滝川ダム

平
成
22
年
８
月
９
日

に
浪
江
町
棚
塩
排
水
機

場
で
「
排
水
機
場
の
管

理
・
点
検
・
診
断
等
技

術
力
向
上
研
修
会
」
と

銘
打
っ
て
、
排
水
機
場

の
操
作
、
維
持
管
理
に

携
わ
る
市
町
村
、
土
地

改
良
区
、
県
職
員
を
対

象
に
研
修
会
（
第
一
回
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
平

成
22
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
い
き
い
き
ふ

く
し
ま
農
林
水
産
業
振

興
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

農
業
水
利
施
設
の
適
正

な
管
理
を
行
う
た
め
の

技
術
力
向
上
を
支
援
す

る
目
的
で
実
施
し
た
も

の
で
す
。

当
日
は
、
福
島
県
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
の
技
術
者
を
講
師
と

し
て
、
排
水
機
場
の
仕

組
み
や
日
常
管
理
の
ポ

イ
ン
ト
等
の
説
明
を
受

け
た
後
、
機
場
に
お
い

て
出
席
者
全
員
が
点
検

シ
ー
ト
を
用
い
て
各
種

機
器
の
点
検
診
断
を
行

う
と
い
う
、
実
践
的
な

内
容
と
し
ま
し
た
。

出
席
し
た
管
理
者
は

講
師
の
話
を
熱
心
に
聞

き
、
積
極
的
に
質
問
し

て
、
技
術
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
し
た
。

（
農
地
管
理
課
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

新鶴小学校４年生の見学会

い
よ
い
よ
行
楽
の
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
秋
も
た
く
さ
ん
の

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
少
し
涼
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
運
動
す
る
の
に

は
と
て
も
良
い
季
節
で
す
。
家
族

皆
さ
ん
で
お
出
か
け
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？
新
し
い
『
福
島

の
秋
』
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
「
農
村
計

画
課
」
ま
た
は
「
水
土
里
ネ
ッ
ト

福
島
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
10
月
】

○
24
日
（
日
）
『
第
５
回
水
土
里

ウ
ォ
ー
ク
in
き
た
か
た
２
０
１
０

（
喜
多
方
市
）
』
【
概
要
】
日
中

ダ
ム
ひ
さ
わ
湖
を
め
ぐ
る
約
６
．

５
km
の
コ
ー
ス

○
24
日
（
日
）
『
第
７
回
水
土
里

ネ
ッ
ト
健
康
施
設
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー

ク
（
会
津
美
里
町
）
』
【
概
要
】

疏
水
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た
会
津

大
川
用
水
を
め
ぐ
る
約
６
．
５
km

の
コ
ー
ス

○
30
日
（
土
）
『
あ
ぶ
く
ま
の
水

源
を
歩
こ
う
（
古
殿
町
）
』
【
概

要
】
古
殿
町
鎌
倉
岳
付
近
の
紅
葉

を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
約
４
km
の

コ
ー
ス

【
11
月
】

○
14
日
（
土
）
『
あ
ぶ
く
ま
ふ
る

さ
と
ウ
ォ
ー
ク
（
二
本
松
市
）
』

【
概
要
】
「
道
の
駅
ふ
く
し
ま
東

和
」
か
ら
馬
洗
川
渓
流
な
ど
を
歩

く
６
km
と
10
km
の
コ
ー
ス

イ

ベ

ン

ト

情

報

（善郷小学校） （第四小学校・平石小学校）

（南郷第二小学校）

（富岡第二小学校）

（夏井小学校）

真剣に説明を受ける受講者達
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ため池；福島市平石地内

「田んぼの学校」の用水源である「ため池（柏平沼）」の役割を学びました。

※ 柏平沼(かしたいらぬま)；ため池等整備事業により改修（H21完了）

頭首工；福島市飯坂町

飯坂温泉街にある「西根下堰頭首工」を見学しました。

※｢西根堰の隧道探検」での一コマ（主催；水土里ネット西根堰・福島）

頭首工；福島市飯坂町

穴原温泉にある「西根上堰頭首工」地点の水質を調査しました。

※｢西根堰の隧道探検」での一コマ（主催；水土里ネット西根堰・福島）

分水工；伊達市保原町

直径およそ14mの「大柳円形分水槽（通称；丸タンク）」を見学しました。

※｢東根堰の隧道探検」での一コマ（主催；水土里ネット東根堰・福島）

西
郷
ダ
ム
は
県
南
地
方
の
西
郷
村

に
あ
り
、
阿
武
隈
川
最
上
流
部
に
あ

る
農
業
用
水
利
施
設
で
す
。
昭
和
30

年
５
月
に
竣
工
し
、
東
北
農
政
局
か

ら
阿
武
隈
川
上
流
土
地
改
良
区
（
理

事
長

郷
泰
隆
）
が
管
理
を
委
託
さ

れ
て
い
ま
す
。

毎
年
９
月
中
旬
頃
に
ダ
ム
の
水
を

全
て
抜
き
空
に
し
ま
す
。
平
成
12
年

に
西
郷
ダ
ム
に
１
番
近
い
西
郷
村
立

川
谷
小
学
校
か
ら
ダ
ム
の
水
を
抜
い

た
時
に
子
供
達
に
ダ
ム
の
底
を
見
せ

て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
川
谷
小
学
校
と
は
ダ
ム
見

学
と
ダ
ム
の
中
の
地
層
の
観
察
を
続

け
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
は
川
谷
小
学
校
の
渡

辺
康
一
教
頭
先
生
、
担
任
の
安
部
大

助
先
生
、
小
学
６
年
生
男
子
１
名
と

女
子
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
改
良

区
か
ら
は
、
宮

田
洋
事
務
局
長
、

ま
た
、
昭
和
32

年
か
ら
26

年
間

西
郷
ダ
ム
の
宿

舎
で
家
族
で
暮

ら
し
、
管
理
人

を
務
め
た
森
辰

雄
さ
ん
の
息
子

さ
ん
正
博
さ
ん

に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
ダ
ム

に
あ
る
歴
史
と

ダ
ム
の
概
要
を

示
し
た
看
板
を

使
い
説
明
し
、

そ
の
後
、
ダ
ム
の
地
層
の
観
察
を
終

え
、
水
を
抜
い
た
状
態
の
ダ
ム
を
底

ま
で
降
り
て
見
学
し
ま
し
た
。
貯
水

池
内
に
は
ダ
ム
建
設
当
時
の
作
業
員

宿
舎
跡
が
残
っ
て
お
り
、
歩
い
て
見

て
回
り
ま
し
た
。

ダ
ム
の
底
に
降
り
て
子
供
た
ち
に

「
堰
堤
の
あ
の
辺
ま
で
水
が
貯
ま
る

ん
だ
よ
。
」
と
説
明
す
る
と
、
子
供

た
ち
は
堰
堤
を
見
上
げ
て
「
あ
ん
な

上
ま
で
水
が
貯
ま
る
の
か
。
」
ま
た
、

「
学
校
の
プ
ー
ル
に
比
べ
た
ら
な
ん

て
大
き
い
ん
だ
ろ
う
。
」
と
驚
い
て

い
ま
し
た
。

子
供
達
に
と
っ
て
と
て
も
貴
重
な

体
験
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ダ
ム
管
理
事
務
所
に
お
い
て
、
森

さ
ん
が
子
供
の
こ
ろ
に
西
郷
ダ
ム
か

ら
川
谷
小
学
校
ま
で
約
４
km
の
山
道

を
通
学
し
た
と
き
の
思
い
出
や
当
時

の
生
活
の
様
子
を
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

子
供
達
は
家
に
帰
っ
た
ら
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
今
日
の

こ
と
を
話
し
て
み
る
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。

ダ
ム
の
見
学
が
終
わ
る
と
い
つ
も

子
供
達
か
ら
お
礼
の
手
紙
と
写
真
が

届
き
ま
す
。
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
西
郷
ダ
ム
の
歴
史
と

役
割
を
多
く
の
人
達
に
伝
え
て
い
き

ま
た
、
受
益
者
の
皆
様
に
は
重
要
な

ダ
ム
を
守
り
続
け
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
阿
武
隈
川
上
流
土
地
改
良
区
）

県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
作
物

園
芸
、
生
産
環
境
、
安
全
推
進
、
有

機
農
業
推
進
部
門
に
加
え
、
経
営
部

門
や
、
農
業
土
木
、
農
業
機
械
の
作

業
技
術
な
ど
、
種
々
の
研
究
が
行
わ

れ
て
い
る
試
験
研
究
機
関
で
あ
り
、

私
の
担
当
す
る
農
業
土
木
関
係
で
は
、

生
態
系
配
慮
施
設
の
管
理
手
法
や
農

村
景
観
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

水
稲
関
係
で
は
、
５
月
18
日
に
は

知
事
を
迎
え
て
「
大
田
植
え
」
と
称

す
る
育
種
に
関
す
る
手
植
え
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
は
、
９
月
４
日
（
土
）
、
５
日

（
日
）
に
「
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
」
（
第
五
回
）
は
、
二
日
間
で

お
よ
そ
一
万
二
千
人
の
入
場
者
を
迎

え
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
各
種
研
究

成
果
展
や
農
業
技
術
相
談
会
、
田
ん

ぼ
の
生
き
も
の
展
な
ど
、
な
か
で
も

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
水
稲
品
種
の
「
天
の

つ
ぶ
」
が
展
示
さ
れ
、
関
心
を
集
め

ま
し
た
。
ま
た
グ
ル
メ
の
方
に
は
、

会
津
産
ほ
か
、
県
内
各
地
産
の
そ
ば

粉
に
よ
る
打
ち
立
て
の
ざ
る
そ
ば
の

提
供
や
、
川
俣
シ
ャ
モ
の
焼
鳥
、
エ

ゴ
マ
豚
の
試
食
会
な
ど
の
出
店
が
並

び
、
大
勢
の
家
族
連
れ
の
方
々
が
お

い
し
そ
う
に
食
事
を
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
ま
た
果
物
や
野
菜
類
の
直
売

展
な
ど
、
例
年
ど
お
り
の
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。

来
年
も
、
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
予

定
し
て
お

り
ま
す
の

で
、
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
、

お
い
で
く

だ
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

農
業
者

戸
別
所
得

補
償
制
度

が
一
部
開

始
さ
れ
、
農
業
経
営
の
安
定
と
国
内

生
産
力
の
確
保
も
図
ら
れ
て
い
く
変

革
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
こ
れ
ら

に
対
応
し

た
研
究
を

進
め
る
う

え
で
も
今

後
と
も
、

セ
ン
タ
ー

に
ご
協
力

を
よ
ろ
し

く
お
願
い

い
た
し
ま

す
。

２０１０年（平成２２年）９月３０日 第４８号

西
庁
６
階
の
ゴ
ー
ヤ
が
、
日
々
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

例
年
よ
り
暑
い
夏
か
ら
、
一
気
に

寒
い
秋
に
な
り
ま
し
た
。
油
断
を
し

て
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
御
用
心
く

だ
さ
い
。

「
ふ
く
し
ま
・
た
が
や
し
隊
」

隊
員
募
集
中
!!

県
内
に
あ
る
耕
作
さ
れ
な
く
な
っ

た
農
地
を
、
農
耕
地
と
し
て
再
生
さ

せ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

農
村
振
興
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
、
耕
作
放
棄
地
活
用
支
援
隊
登
録

申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
ご
記

入
の
う
え
、
農
村
振
興
課
あ
て
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請
書

は
市
町
村
役
場
や
最
寄
り
の
農
林
事

務
所
に
も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

（
農
村
振
興
課
）

農
村
振
興
課
は
、
職
員
数
が
14
名

で
、
50
歳
代
３
名
、
40
歳
代
６
名
、

30
歳
代
３
名
、
20
歳
代
２
名
、
平
均

年
齢
43
歳
と
平
均
的
な
年
齢
構
成
で

す
が
、
見
た
目
は
若
い
職
場
で
す
。

農
業
農
村
整
備
を
担
当
す
る
農
村

整
備
総
室
の
な
か
で
、
ち
ょ
っ
と
毛

色
が
違
う
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す

の
で
、
主
な
も
の
を
御
紹
介
い
た
し

ま
す
。

ま
ず
、
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
事
業
」
で
す
が
、
傾
斜
地
が
多
い

な
ど
農
業
生
産
に
は
不
利
な
中
山
間

地
域
で
生
産
活
動
が
維
持
で
き
る
よ

う
、
国
が
平
成
12
年
度
か
ら
は
じ
め

た
対
策
で
、
国
や
市
町
村
と
と
も
に

負
担
し
な
が
ら
交
付
金
を
交
付
し
て

生
産
基
盤
の
維
持
に
向
け
た
取
組
み

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
「
耕
作
放
棄
地
対
策
」
で

す
が
、
か
つ
て
本
県
の
農
業
・
農
村

を
支
え
て
き
た
養
蚕
や
葉
た
ば
こ
が

昭
和
50
年
代
か
ら
60
年
代
に
か
け
て

衰
退
し
た
こ
と
や
農
家
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
耕
作
さ
れ
ず
に
荒
廃
す
る

農
地
が
増
え
て
い
て
、
そ
の
面
積
は

２
万
ha
以
上
あ
り
、
全
国
一
と
な
っ

て
い
ま
す
。
県
内
の
生
産
基
盤
を
維

持
し
、
国
全
体
の
食
料
自
給
率
を
回

復
さ
せ
る
た
め
、
耕
作
放
棄
地
の
除

草
や
木
の
根
の
除
去
な
ど
耕
作
可
能

な
状
態
に
戻
す
取
組
み
を
、
国
の
耕

作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策
な
ど

を
活
用
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
で
す

が
、
農
村
の
う
つ
く
し
い
風
景
や
よ

い
環
境
は
人
々
が
農
業
を
永
く
営
ん

で
き
た
こ
と
で
形
づ
く
ら
れ
て
き
た

こ
と
を
田
ん
ぼ
の
作
業
を
体
験
す
る

こ
と
で
小
学
生
に
理
解
し
て
も
ら
う

取
組
み
で
、
22
年
度
は
県
内
７
箇
所

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
農
業
・
農
村
が
維
持

さ
れ
、
さ
ら
に
発
展
す
る
た
め
に
必

要
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
な
が
ら
、
業
務
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
農
村
振
興
課
）

地
域
に
根
ざ
し
た
水
土
里
ネ
ッ
ト

二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
の
推
進

～
「
ダ
ム
」
の
底
が
見
た
い
～

西
郷
村
立
川
谷
小
学
校
に
よ
る
西
郷
ダ
ム
見
学

編

集

後

記

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
便
り

本
庁
各
課
の
紹
介

お

知

ら

せ

『
農
空
間
』と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営

み
、
そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、

そ
し
て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培

わ
れ
た
伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間

の
こ
と
で
す
。

かんがい期

研究成果展の模様

会場入り口の賑わい風景

県北地方の風景

土地改良施設と子どもたち

農村振興課長
佐藤 弘一
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